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25 年度において、ICT 教育の指導力に自信がある教員の人数の平均は 80％に満たない。し
かも、ICT 教育に関連する研修を受講した教員はわずか 28.2％で、広報手段の認識の在り
方以前に、日本の ICT 教育における認識自体が非常に低いということがわかる9。また、学
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しかし、PTA とボランティアについて考えると、特に PTA は、児童・生徒の保護者が組織
する団体であり17、ボランティアも同様に、市民以外にも18、児童・生徒の保護者が活動し
ている場合が多い。そのように考えると、PTA とボランティアの存在は、保護者としてま
                                                  
17 奥田真丈,河野重男.現代学校教育大事典 5.株式会社ぎょうせい.初版.1993, p.544-544. 
















(a) ○ ○ ○ ○  
(b)  ○ ○  ○ 
(c)  ○ ○   





































































































(g)仁上幸治.図書館広報はなぜ読みにくいのか（中級編）:レイアウト改善の 5 つのポイント. 
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表 3：Update Rank と更新率(過去 90 日中の更新日数)との関係29（豊福晋平） 





















                                                  


























日本語に定める。また、調査対象とする年代は 1994 年から 2013 年の 19 年間に限定した。
その理由としては、学校ウェブサイトの開設が見られるようになったのは、豊福晋平の論
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広報 公共図書館,学校図書館,学校ウェブサイト,学校図書館ウェブサイト 等 
学校ウェブサイト パブリシティ，ユーザビリティ, 校内の情報環境 等 












                                                                                                                                                  










スより、1994 年から 2013 年の 19 年間で顕著になった学校図書館の課題である。 
 














ル.Ⅱ,朝日新聞社, 2001,更新日付不明. http://database.asahi.com/library2/main/start.php,  







































(d) 仁上幸治.図書館広報はなぜ読みにくいのか（中級編）:レイアウト改善の 5 つのポイン
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で参照した文献(a)～(e)と注釈 31~39 から明らかにした図書館の団体と広報の方法である。 
 
表 5  2.2.2 で参照した文献から明らかになった各図書館が実践する広報の手段 
 図書館の種類 






掲示 ○ ○ ○  
ポスター ○ ○ ○  
チラシ ○ ○ ○  
栞 ○ ○ ○  
壁新聞 ○    
校内放送 ○    
館報・図書館だより ○ ○   
地方自治体の広報紙  ○   
標識  ○   
標示  ○   
広報誌 ○    
セミナー    ○ 
展示    ○ 
デジタル形態
 
ウェブサイト ○ ○ ○  
メーリングリスト ○ ○ ○  
ブログ ○    
SNS   ○  








































法の開発. ” Adobe PDF. https://www.iid.co.jp/seminar/publish/pdf/his_10th_paper.pdf,(参
照 2015-01-15). 
仲川薫らは既存のユーザビリティ評価のためのアンケートと複数株式会社のユーザビリ
ティのレビューから 59 の評価項目を抽出した。このユーザビリティに関する 59 項目を用
いて会場アンケートにて被験者にウェブサイトの評価を行わせ、結果を因子分析したとこ
ろ、7 つの因子が得られた。更にその 7 因子からそれぞれ 3 項目の評価項目を導き出し、合
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効であるデジタル的な広報形態をウェブサイトとする。その理由としては、主に 4 つある。 
 第一に、現代では学校における広報の手段として、学校ウェブサイトが普及していると
いうことが挙げられる。幼稚園や専門学校を含めた我が国の教育機関におけるウェブサイ
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仲川薫らの 7 因子 21 項目の評価スケールと形態を揃えるためである。 
 「ウェブユーザビリティ評価」の評価規準の作成において引用する事項は、仲川薫らが
























される最新の更新日が 2013年度の 10月 23日のものであり、利用することができる。また、
i-learn.jp「日本の学校」の存在を知り、当サイトを利用したウェブサイトの抽出調査の実






                                                  

























 豊福晋平（2005）が挙げる 5 つの利点から、事例調査の評価の枠組みについて検討する。
なお、実際の評価の際に以下で定める評価の枠組みと項目以外で気がついた点を記入でき
























































表 6 は、先行研究でも触れた、金沢みどりのシーライ・コンテンツ・モデル69、表 7 は、
中原道高の「図書館の Web ページに期待できる内容の例」70である。評価項目を定めるに
あたり、これらの表にまとめてある事項等を参考にしながら、評価項目を検討する。特に、




要素と具体的な内容」を指す際には表 6、中原道高の「図書館の Web ページに期待できる
内容の例」を指す際には、表 7 と省略して表記する。 
                                                  




































表 7 中原道高の「図書館の Web ページに期待できる内容の例」 





































































































習に役立つ外部のサイトへのリンク」、「行事などのお知らせ・ニュース」の 9 つである。 
以上の学校図書館が発信することが望ましい広報の項目の中でも、今回の調査において
評価の必要がある項目を検討する。そして、表 7 にまとめられている「項目」から今回の
調査で利用する項目を抜き出し、3.3.1 で定めた 6 つの枠組みの中に該当する形式の評価項
目に改め、1 つの枠組みにつき 2 項目ずつを当てはめていく。評価項目の具体的な内容は、
表 7 の「活動や情報提供の内容概略」を参照し決定する。また、枠組みに合わせ、表中の
「項目」に適切な内容の項目が見当たらない場合には、独自で評価項目を作成する。 




う。例えば、表 7「項目」から考えると、「メディア」の中の上下段 10 項目と「発表活動」



































































































































                                                  






















































因子の数を 1 つ省略する必要がある。 
 まず、この表における因子の省略についてであるが「第 7 因子 内容の信頼性」を挙げ
る。今回の調査は前述した通り瞬間的なものであり、その学校図書館ウェブサイトの正確
な信頼性の評価は困難であると判断するためである。 













































 次の節では、本項で定めた因子に基づく評価項目を検討してゆく。なお、表 8 に挙げた 因
子の概要については、これ以降は表 8 と表記する。 
 
3.4.2 評価項目の検討と評価のポイント 
 「ウェブサイトユーザビリティ」の評価規準の作成において引用する項目は、表 8 の中









   このウェブサイトのビジュアル表現は楽しい 
   このウェブサイトは印象に残る 
   このウェブサイトには親しみがわく 
                                                  
79 仲川薫,須田亨,善方日出夫,松本啓太. “ウェブサイトユーザビリティアンケート評価手法





   このウェブサイトではすぐにわたしの欲しい情報が見つかる 
   このウェブサイトにはわからない言葉が多く出てくる▼ 
   このウェブサイトを使用するのは時間の浪費である▼ 
■信頼性 
   このウェブサイトに掲載されている内容は信頼できる 
   このウェブサイトは信頼できる 
   このウェブサイトの文章表現は適切である 
■操作の分かり易さ  
   このウェブサイトの操作手順はシンプルでわかりやすい 
   このウェブサイトの使い方はすぐに理解できる 
   このウェブサイトでは、次に何をすればよいのか迷わない 
■構成の分かり易さ 
   このウェブサイトには統一感がある 
   このウェブサイトはメニューの構成が分かりやすい 
   自分がこのウェブサイト内のどこにいるのかわかりやすい 
■見やすさ 
   このウェブサイトの文章は読みやすい（行間、文章のレイアウトなど） 
   このウェブサイトの絵や図表は見にくい▼ 
   このウェブサイトを利用していると、目が疲れる感じがする▼ 
■反応の良さ 
   このウェブサイトでは、操作に対してすばやい反応が返ってくる 
   このウェブサイトを利用しているときに、画面が正しく表示されないこ 
   とがある▼ 
   このウェブサイトを利用しているときに、表示が遅くなったり、途中で 
   止まってしまうことがある▼ 






同様に、1 つの因子に基づく項目の数を 2 つに揃え、最終的には 6 因子 12 項目を設定する。 
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 次に、以下からは残りの項目の改訂を行い、因子に 2 項目ずつ当てはめ、最終的な項目














































































































 3.3 から 3.3.2 では、学校側が運営するという前提で構成され、学校図書館ならではの情
報内容を公開できているかといった、「学校図書館ウェブサイトの公開情報」の観点の評価














1.社会への公開 学校図書館の連絡先が掲載されている  
図書館利用案内が掲載されている  






4.関心の獲得 学校図書館利用の呼びかけが見られる  
おすすめの本の紹介が見られる  
5. 更新 更新が頻繁である  
更新された内容がすぐにわかる  
6. リンクの有無 教科学習資料リンク集がある  
外部情報・ニュースへのリンク集がある  







1.好感度 デザインに不愉快さを感じない  
このウェブサイトの文章表現は適切である  


















 7.自由記述  
  
 今回の調査で学校図書館ウェブサイト抽出調査の対象となった学校は、公立小学校 7 校、













表 11 「学校図書館ウェブサイトの公開情報」の評価の結果 























表 12 学校図書館ウェブサイトユーザビリティ評価の結果 





























































































































校、公立小学校が 20 校ある。調布市を調査対象として選択する理由は 2 つある。第一に、
調布市は、活発な学校図書館の利活用が見られ、公共図書館や PTA などの地域住民との連



















































の候補とした学校へ電話をかけ、選出した 6 校のうち 5 校から調査の許可を得た。そして、
学校図書館ウェブサイトを所有している学校 2 校と所有していない学校 3 校に対し、聞き






























































 表 14 調布市の学校図書館ウェブサイトの公開情報の評価の結果 
 枠組み 平均値
学校図書館評価

































り調査の内容は、大きく 2 つに分ける。聞き取り調査内容の 1 では、学校図書館ウェブサ








































 図 3 聞き取り調査で用いる質問項目 
 
4.4 調査の結果 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 16 にまとめた学校図書館担当者の回答から、 (1) 利用者の学校図書館の利用方法につ














































































































































































































































































































































































































よ く わ か ら な
い。こちらの企

























































































































































































































                                                  
















 この聞き取り調査から考察すべき点は 2 つある。第一に、学校図書館広報にウェブサイ
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